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未届の有料老人ホームの届出促進及び防火安全体制等の緊急点検について 

 

 

去る３月１９日夜、群馬県渋川市の高齢者が入居する施設において火災が発生し、本日

現在１０名の入居者が死亡するという痛ましい事故が発生した。高齢者が入居する施設に

おいて火災が発生した場合には、甚大な被害につながるおそれがあり、それを未然に防止

することが必要である。 

また、群馬県によれば、当該施設は有料老人ホームに該当する可能性がある施設として

実態を調査中であったが、老人福祉法に基づく届出は行われていなかったとの報告を受け

ている。 

こうした状況にかんがみ、下記の通り有料老人ホームに該当する施設の届出促進及び防

火安全体制等の緊急点検を行うとともに、適切に指導を行うようお願いする。 

 

 

記 

 

１ 未届の有料老人ホームの届出促進 

現に把握している有料老人ホームに該当しうる施設であって老人福祉法に基づく届

出が行われていないもの（以下「未届施設」という。）について、早急に実態把握を行

い、有料老人ホームに該当する場合には、早急に届出を行うよう当該施設の設置者を

指導していただきたい。 

この場合においては、「有料老人ホームの届出促進等に関する総合的な取り組みの徹

底について」（平成１９年３月２０日付け厚生労働省老健局計画課長、振興課長通知。

別添１参照。）を踏まえ、未届施設の解消が重要であることから、有料老人ホームに該

当する場合にはまず届出を行った上で、適切な運営が行われるよう指導していただき

たい。 

 

２ 未届施設の防火安全体制及び処遇状況等の緊急点検 

 未届施設の実態把握等と合わせて、当該施設における消防用設備等の状況や避難通
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報体制等の防火安全体制について点検するとともに、入居者に対する処遇の状況等に

ついて確認されたい。 

この場合において、防火安全体制や入居者に対する処遇等について不適切と認める

場合には、必要な指導を行われたい。 

点検に当たっては、総務省消防庁予防課長及び国土交通省住宅局建築指導課長より

別添２、別添３のとおり通知が発出されているので、消防部局及び建築部局等とも十

分に連携を図った上で点検を行うとともに、他部局が所管する法令について違反又は

その疑いを発見した場合には、当該所管部局に速やかに情報提供されたい。 

 

３ 結果の報告 

１の未届施設の件数については、平成２１年３月２７日（金）までに別紙１により

報告されたい。 

また、１の指導及び２の緊急点検の結果については、平成２１年４月３０日（木）

までに別紙２により報告されたい。 

 

 

 


















